
令和８年５月 29 日発行 

「強く 正しく 最後まで」 

児童数 男子 156 人 女子 125 人  

計 281 人 

（Ｒ８.５.１現在） 

 

【６月の生活目標】 
☆ 雨の日の過ごし方に気をつけよう 
【６月の保健目標】 
☆ 歯を大切にしよう。 
【６月の給食目標】 
☆ よくかんで食べよう。 

 
【６月の主な行事予定】 

 

１日（月）  みんななかよし週間（～５日） 

５日（金）  学校保健委員会 

13 日（土） 土曜授業・引き渡し訓練 

・ＰＴＡレクリエーション 

15 日（月） 市教育委員会学校訪問 

23 日（火） 内科検診 14:00～全学年 

24 日（水） ジョイントプラン 

※名瀬中で研修会のため、全学 

年が給食後に下校 

 
◇歯っぴい週間  
 ＜１日(月)～５日(金)＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奄美小 学校だより 

奄 美 子 

「心のエンジン」のスイッチ 
校長 池田 昌弘 

本年度は、平日のＰＴＡ総会並びに授業参観（５月 15日）でしたが、多くの保護者の皆様に御参加いただ

き、誠にありがとうございました。各教室の様子を見て回りますと、子供たちがいつも以上に張り切って授業に

臨んでいました。保護者の皆様の温かい眼差しが、子供たちの「やる気スイッチ」を入れてくれたのだと感じま

した。 

さて、現在学校では、子供たちの「学びに向かう力・人間性等を高めること」が求められています。簡単に

言うと「自分から進んで学び、学んだことを自分の人生や社会のために生かそうとする姿勢や力（心のエンジ

ン）」です。なぜこの力が必要なのでしょうか。これからの世の中は、ＡＩの進化等によって変化が激しい時代、

「今ある知識」はすぐに古くなってしまいます。大人になっても自ら新しいことを吸収し続けられる「自ら学び続

けようとする心のエンジン」を育むことを重要視しています。子供たち一人一人の「心のエンジン」をフル回転

で稼働させ、耐久性や機動性のあるものにするために大事なことは何でしょうか。 

ところで、子供たちの自主的な姿勢「やる気」を引き出そうとする際、私がいつも思い出す詩があります。教

育者である東井義雄先生の詩です。ぜひ、お子様と一緒に声に出して読んでみてください。 

この詩が教えてくれるように、「心のスイッチ」は他人が無理やり押せるものではありません。自ら「見よう」

「聞こう」とする意欲を育むためには、周りの大人のサポートが欠かせません。「なぜだろう」「面白そう」という

子供の小さなつぶやきに耳を傾け、一緒に楽しんで 

みること。あるいは、つまずいた時に温かく見守り、励 

ますこと。そうした日常のさりげない対話や、御家庭で 

のお手伝い、地域での様々な体験の一つ一つが、子 

供の心を動かし、自らスイッチを入れる原動力になる 

のではないでしょうか。 

人間にとって「学ぶ」ことは、人生を豊かにすること 

です。子供たちが、自らの「心のエンジン」のスタート 

ボタンを押し、それぞれが個性豊かな光を放って走り 

続けられるよう、家庭と学校・地域とで手を取り合い、 

協力して取り組んで参りましょう。 

◎ ＰＴＡ行事のお知らせ 
 ６月 13 日（土）にＰＴＡレクリエーションが実施されます。レクリエーションの内容は、バレーボールです。

別紙でも案内がありますが、ふるって御参加ください。 

１ レクリエーション当日について 

 日時 ６月 13 日（土）13：30～16:00  

場所 奄美高校体育館 （駐車場は、奄美小の校庭です。高校敷地内に駐車しないでください。） 

※ 室内履きや水分の準備は各自でお願いします。   

※ 保体部の方は、事前準備があります。13：00 までに奄美高校体育館に集合願います。 

２ 練習について 

  ６月２日（火）、９日（火）…１～３年 

６月４日（木）、11 日（木）…４～６年 練習時間はいずれも 19：00～20：30 

  練習場所は、奄美小の体育館です。駐車場は、奄美小の校庭を御利用ください。 

避難訓練（不審者対応）を行いました 
5 月 12 日（火）の 2 校時に、不審者対応の避難訓練を行いました。 
学校に不審者が侵入したことを想定し、体育館に避難しました。その後、代表による「駆け

込み訓練」の実演を行い、奄美警察署の方からの御指導を聞きました。自分の安全を守るため
に、以下のようにしましょう、ということでした。 
 
・ 知らない人と話すときに、距離をとること。（２ｍほど） 
・ 「いかのおすし」を守ること。 
・ 防犯ブザーが使える状態になっているか確かめておく。 
  （電池切れになっていないかのチェック） 
・ 可能な限り不審者の特徴（服装、車など）を覚えておく。 
・ 万が一の場合は、こども 110 番の家でも守ってもらえる。 
 
メールでもお知らせしていますが、校区内で不審者に関する事案が続いており、大きな懸念

を感じています。あらためて「いかのおすし」の確認や、学年での集団下校、職員の見回りの
強化、警察に警らをお願いするなど、具体的な外部機関との連携を図って、安全を高めている
ところです。学校と家庭が同じ考えで、安全に関するアンテナを高くしておく必要もあると思
います。御家庭では、人目につくところで遊ぶこと、「いかのおすし」、「登校時刻７時 30 分以
降・帰宅時刻６時まで」を守ることなどを話題にしていただきたいと思います。また、子供か
ら不審者の話があった際には、まずは保護者の方から警察に連絡してください。その後、学校
に連絡くださいますよう、宜しくお願いいたします。 
 

 

 

 

警察の方からは、  

 

土砂災害を想定した「引き渡し訓練」に御参加・御協力をお願いします 
６／13（土）は土砂災害を想定した「引き渡し訓練」を実施します。今年度は、体育館から

一括で帰宅ではなく、お子さんのクラスに迎えに行く形の訓練となります。訓練日時は、下に

書いてあるとおりです。訓練の詳細は、学校から配られる別紙の参照をお願いします。車の混

雑が予想されるので、可能な方は徒歩での参加をお願いします。 

【訓練日時】 ６月 13 日（土）９:40-11:05 小学校校庭・各クラス 

  
 授業参観・ＰＴＡ総会への御参加、 

ありがとうございました 
15 日（金）は授業参観とＰＴＡ総会を

実施しました。子供たちの授業参観の様
子はいかがだったでしょうか。また、Ｐ
ＴＡ総会では、今年度のＰＴＡ活動に御
承認をいただき、ありがとうございまし
た。今後とも保護者の皆様の力を合わせ
ながら、子供たち 
の活動と奄美小学 
校を盛り上げ、よ 
りよいＰＴＡ活動 
を展開できたらと 
思います。 
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